
 

■記念講演 10:00～11:45 

あさのあつこ先生と中高生のトークセッション 

         「いま、若者に伝えたいこと」 

主催 埼玉県図書館協会、埼玉県教育委員会 

共催 財団法人けやき文化財団、さいたま文学館 

後援 桶川市、桶川市教育委員会、財団法人日本教育公務員弘済会埼玉支部 

協力 埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA) 

埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業 

■分科会 13:30～15:30 
  子ども読書活動交流集会 

 

■展示 10:00～16:00 
・東日本大震災の衝撃 

～図書館は希望の灯をともせるか～ 

・Welcome！高校図書館 2011 

・大学図書館のお宝お見せします 

・本の修理・相談コーナー 



 10:00～11:45（受付開始 9:30） 

あさのあつこ先生と中高生のトークセッション 

                 「いま、若者に伝えたいこと」 
 

『バッテリー』『№６』『THE MANZAI』などの作品で幅広いファンを持つ、あさのあつこ 

先生と現役の中高生がトークセッションを繰り広げます。 

いま、あさの先生が若者に伝えたいこととは！？ 

 

あさの先生の著作や、あさの先生に向けたメッセージの展示も行います。 

あわせてご覧ください。【定員 500 名 市民ホール】 （手話通訳あり） 

13:30～15:30（受付開始 13:00） 

子ども読書活動交流集会  ※要事前申込 
 

家庭・地域・学校・図書館などで子ども読書に関わる人や、これから関わりたい人を結ぶ「つながり」と「学

び」の場です。子ども読書に興味のある方は、どなたでもご参加いただけます。 

 

分科会１ シンポジウム「応援しよう！子どもの読書 －学校・家庭・地域で支える－」(パート２) 

      パネリスト：司書教諭、学校司書、ボランティア 

      コーディネーター：福田孝子氏（三郷市教育委員会 読書活動支援員） 

【定員 150 名 文学ホール】 

分科会２ 「ふしぎ発見！～科学の本と科学あそびを楽しもう～」 

      講師：市川美代子氏（科学読物研究会会員）【定員 35 名 講座室１】 

分科会３ 「わらべうたであそびましょう～わらべうたで子育てのお手伝い～」 

      講師：柴崎妙子氏（「にこにこわらべうたの会」主催）【定員 20 名 講座室２】 

分科会４ 読み聞かせ講座「いま、えほんのちから～被災地の子どもたちを支えたもの～」 

      講師：大井むつみ氏（東京家政大学講師、日本子どもの本研究会会員）【定員 42 名 大会議室】

申し込み方法は２種類あります。いずれかの方法でお申し込みください。定員を超えた場合は抽選となります。 

1.往復はがきによる申し込み 

往信面に、郵便番号・住所・氏名(カナ)・電話番号・希望【①分科会１、②分科会２、③分科会３、④分科会４、

⑤記念講演 ※分科会と記念講演は重複可。分科会はひとつのみ】・一時保育希望の有無を記入し、復信面にご

自分の住所・宛名を記入し、以下のあて先へお申し込みください。 

 〒330－0063 さいたま市浦和区高砂 3-1-22 県立浦和図書館「図書館のつどい」係 

※一時保育を希望する方は希望の時間帯もご記入ください。 

午前（9:45～12:00）・午後（12:50～15:40）一時保育は保険の費用が必要です。 

 

2.インターネットによる申込み 

パソコンから埼玉県立図書館の HP にアクセスしてお申込みください。 

埼玉県立図書館 HP の URL https://www.lib.pref.saitama.jp/ または埼玉県立図書館で検索。 



 

東日本大震災の衝撃 ～図書館は希望の灯をともせるか～ 
 

未曾有の大震災に際して、埼玉の図書館はどのように行動したのでしょうか。市民への情報提供、支援への取り

組みはどのように行われたのでしょうか。また、被災地の支援活動への参加者からの生の声を報告します。図書

館の危機管理についても、被災状況についてのアンケート結果や写真パネルの展示から検証します。 

記念講演とのタイアップ企画！高校生からあさのさんへ、

愛のこもった手書きメッセージを展示します。 

実際に壊れた本をお持ちください。道具・材料の紹介や簡単な修

理のヒントをご案内します。東日本大震災で落下により壊れた本

の特徴や治し方もご紹介します。 

■再現！ 図書館カウンター 

リアルに再現したカウンターで、あなたも図書委員気分！ 
 

■図書館の日常をパネルで紹介！ 
 

■各校のアイディアいっぱいの広報紙が大集合！ 
 

■『司書が選んだイチオシ本』『埼玉県推薦図書』展示 
 

■図書委員の活躍を映像で公開！ 
 

■東日本大震災と埼玉の高校図書館 
 

■体験コーナー・しおり作り 
 

 

★★ ご来場の皆様に、『高校生のための読書案内』と 

しおり、新聞エコバッグをプレゼント！(先着順) ★★ 



 

会場  桶川市民ホール・さいたま文学館（桶川市若宮 1-5-9） 

電車  JR 高崎線 桶川駅西口より徒歩５分 

お車  台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください 

--------------------------------------------------------------- 
問合せ 埼玉県図書館協会（県立浦和図書館内） 

TEL 048-829-2821 E-Mail p2928211@pref.saitama.lg.jp 

跡見学園女子大学「Girl Girly! Girlish!!」 
ガーリッシュ(Girlish)をキーワードに、文学から文化、ライフスタイルなど、時代の主役「女子」をテーマと

した資料をご覧ください。 
 

国立女性教育会館「アイディア実用化の達人・九重年支子氏資料」 
女性発明家の草分け・九重年支子氏の旧蔵品「九重織（ココノエオリ）」の資料が集結！国内外で高い評価を

得た手織り「九重織」の魅力を会場で。 
 

芝浦工業大学「本が伝える、工学の歴史」 
『流体論』(1686 年)『電気の物理学的研究』(1782 年)と、17～18 世紀に刊行された貴重な初版本をご紹介し

ます。昔から現在までにつながる工学の基礎となっています。 
 

城西大学「日本近代漫画の先駆者 －北沢楽天－」 
明治から昭和にわたり庶民の生活や世相をユーモラスに描いた埼玉の偉人、北沢楽天。大人気となった時事漫

画から、当時の社会・政治・文化を感じていただけたらと思います。 
 

女子栄養大学「ガクショク シャショク《バランスメニュー》」 
“食べておいしく、身体にうれしい”学食・社食がブームに？ 

「栄養学」をそのまま実践する学生食堂、人気の社員食堂などの献立をご覧ください。 
 

聖学院大学「くまのぬいぐるみと子どもの関係 ～テディベアを中心に～」 
多くの人に愛されている“テディベア”。その魅力と子どもとの関係を、児童学科教授・永井理恵子先生監修

によりご紹介。かわいいテディベアも遊びに来ます！本学図書館の情報発信もお見せします。 
 

大東文化大学「見たことある！アジアの言語」 
アジアにはたくさんの言葉があります。本学、国際関係学部が学んでいる言語の図書など紹介します。 

アジアのことばで「ありがとう」と言ってみませんか？ 
 

東洋大学「貴重資料パネル展～『つれづれ草』『をこぜ』他」 
創始者井上円了は教育者・哲学者であるとともに「妖怪博士」としても知られています。ユニークな妖怪たち

が登場する『化物婚礼絵巻』や『百鬼夜行図』もお見せします。ブックカバーになった妖怪たちもお楽しみに！
 

文教大学「墓の中からべらぼうめ!! 俺の蔵書を見ていきな ―清明文庫―」 
勝海舟の別邸跡と墓所は、文教大学本部近くの東京都大田区・洗足池にあります。勝家旧蔵書を含む「清明文

庫」から、海舟の蔵書印があるものを中心に展示します。 


